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本日の内容

１．大阪市の都市計画（駐車施設関連）

２．自動二輪車駐車対策

３．自動二輪車駐車施設等の設置の義務化

４．既存駐車場等の有効活用による駐車スペースの確保

５．駐車場情報の提供



１．大阪市の都市計画（駐車施設関連）
駐車場整備地区■都市計画区域：22,496ha

・市街化区域：21,145ha
・市街化調整区域：1,351ha

〈地域地区〉
■駐車場整備地区：2,553ha

・都心部地区：2,291ha
・新大阪地区：171ha
・京橋地区：91ha

〈都市施設〉
■駐車場

・自動車駐車場：10ヵ所、12.06ha
3,828台（内自動二輪車152台）

・自転車駐車場：32ヶ所、2.29ha
18,280台（内自動二輪車14台）
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２．自動二輪車駐車対策
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（１）背 景

平成１８年５月
『駐車場法』改正

自動二輪車駐車施設の附置義務化を可能とした

平成１８年１１月
改正『駐車場法』施行

（２）大阪市における自動二輪車駐車に対する課題

自動二輪車の駐車特性に応じた駐車スペースの確保が必要

○都心部における業務目的などの一時的な利用に対応した駐車スペース
○住宅地における車庫的な駐車需要に対応した駐車スペース
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（３）自動二輪車駐車対策の基本的な考え方

＜ 方針 ＞ ＜ 対策 ＞

【 駐車スペースの有効利用と拡大 】

駐車施設設置の義務化
◎建築物側で駐車スペースを確保

【目的地、保管場所（車庫）】

◎民間の月極ないし、一時預駐車場
が補完

◎地域の協力・連携により、地域で
駐車スペースを確保

◎民間駐車場を主体に公共も対応

民間駐車場などへ受け入れを要請

自動二輪車利用者に駐車場の情報
を提供

公的スペースの有効活用による駐車
スペースの確保



３．自動二輪車駐車施設等の設置の義務化

（１）建築物における自動二輪車駐車施設の設置の義務化（条例）

①対象エリア
「駐車場整備地区・商業地域・近隣商業地域」
と「周辺地区」に分けて駐車施設の設置基準
を設定

4 【土地利用別の自動二輪車路上駐車密度の比較】

【駐車場整備地区の内外における自動二輪車
路上駐車密度の比較】

駐車場整備地区内が
整備地区外に比べて
約２．５倍路上駐車が多い

商業系地区の方が周辺地区に
比べてあきらかに路上駐車が多い

出典：大阪市における自動二輪車の駐車対策
のあり方に関する提言（平成19年度）



②対象規模

駐車場整備地区
商業地域
近隣商業地域

延面積 ２，０００㎡超

周辺地区
延面積 ３，０００㎡超
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【商業系地区における延面積別の建物構成比 （平成２年度～平成１５年度）】

【周辺地区における延面積別の建物構成比（平成２年度～平成１５年度）】

延面積が2,000㎡以上の
建物が全体の約94％

延面積が3,000㎡以上の
建物が全体の約95％

出典：大阪市における自動二輪車の駐車対策
のあり方に関する提言（平成19年度）
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「駐車場整備地区・商業地域・近隣商業地域」 百貨店・店舗・事務所：３，０００㎡／台
その他特定用途 ：６，５００㎡／台

「周辺地区」 特定用途 ：９，０００㎡／台

③駐車施設の設置基準

【商業地域・近隣商業地域における駐車施設の設置基準の算出】

【周辺地区における駐車施設の設置基準の算出】

出典：大阪市における自動二輪車の駐車対策
のあり方に関する提言（平成19年度）



（２）共同住宅における自動二輪車保管場所の設置の義務化（要綱）

7 出典：大阪市における自動二輪車の駐車対策
のあり方に関する提言（平成19年度）

駐車施設の設置基準

ワンルーム ：戸数の３パ－セント
ファミリー ：戸数の２パーセント

【共同住宅における駐車施設の設置基準の算出】



（３）自動二輪車駐車施設の設置現状について

市内における自動二輪車の駐車施設の設置は、平成２０年度から附置義務化
して以降、着実に設置が進んでいる。
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【附置義務条例による自動二輪車
駐車施設の設置状況(累積）】

【共同住宅指導要綱による自動二輪車
設置施設の設置状況（累積）】



（４）建築物の駐車ニーズに応じた附置義務台数の運用

■以前の基準
四輪車と自動二輪車それぞれで設置基準を定め、それぞれ必要な駐車台数を設置

■運用基準の見直し
附置義務台数以上に自動二輪車（1.0×2.3＝2.3㎡）の駐車施設を設置する場合に、
四輪車（2.3×5.0＝11.5㎡）の附置義務台数について、1台あたり自動二輪車5台に振替可能
※既存の附置義務台数についても適用。自動二輪車から四輪車への振替は不可。
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平成26年７月に、建築物利用者の駐車ニーズに対応するため、四輪車から自動二輪車に
駐車台数を振替できるよう、附置義務の運用基準の見直しを行った。

【運用例】

＝附置義務台数〔四輪車〕 （5,000－1500）/350＝10台
＝附置義務台数〔自動二輪車〕 5,000/3,000＝2台

・地域地区 駐車場整備地区内
・延床面積 5,000㎡
・建物用途 店舗

（運用適用）
＝附置義務台数〔四輪車〕＝10台 9台に変更可能
＝附置義務台数〔自動二輪車〕＝2台 7台に変更可能

実情の応じて、自動二輪車駐車施設

を多く設置し、四輪車の附置義務台
数を減らすことが可能
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（１）公的駐車場の活用

公的駐車場のデッドスペースを活用し、自動二輪車駐車スペースを確保

長堀駐車場

４．既存駐車場等の有効活用による
駐車スペースの確保
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（２）公的駐輪場での自動二輪車の受け入れ

駐輪場の一部を活用し、自動二輪車駐車スペースを確保

弁天町駅東駐輪場

新大阪駅駐輪場



14

（３）公的スペースの活用

高速道路高架下のデッドスペースを活用し、自動二輪車駐車スペースを確保

中之島バイク駐車場
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（４）道路空間の活用

整備前 整備後

既存の路上パーキングメーターを撤去し、自動二輪駐車場を整備
整備に際して、既存の植樹帯を拡幅し、本線車道側から出入りできるように
切り込み部分を設置
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（５）民間駐車場への自動二輪車の受入れ促進

民間駐車場に「自動二輪車駐車場の事例集」を配布し、自動二輪車の
受け入れを働きかけ
市内の駐車場協会を通じて、総会等の際に駐車場経営者に配布
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既存駐車場等の有効活用により自動二輪車駐車台数が年々増加
平成２０年度当初と比較すると、平成２５年度では約２．４倍の４，０２５台が
整備されている。

（６）自動二輪車駐車場の整備推移
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５．駐車場情報の提供

(1) 都心部駐車場マップ

駐車場事業者からの情報提供等により、市内の自動二輪駐車場を
ホームページに掲載
http://www.city.osaka.lg.jp/toshikeikaku/page/0000005885.html#1

① 掲載条件
・マップ範囲内であること。
・（四輪車のみ）不特定多数の人が利用可能（一時預駐車場）であること。
・（四輪車のみ）規模が概ね30台以上であること。
・掲載情報に変更が生じた際に、ご連絡をいただけること。
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② 提供内容
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（２）市内の自動二輪車駐車場の案内

① 掲載条件
・大阪市内であること。
・排気量50ccを超える自動二輪車の駐車が可能であること。
・掲載情報に変更が生じた際に、ご連絡をいただけること。

② 地図上から検索【地図情報サイト マップナビおおさか】
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③ 区別一覧表から検索
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ご静聴いただき有難うございました。


